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1　沿　　革

熊木市の水道事業は、大`汀三1 3年1 1月27日に八>jC水谷を水源地にして、立If=力を配水池、坪井・

新J岩敷などの旧市街地を給水区域として始められ、平成1 6年度で水道創設8()周年を迎えるO

この間、市周辺町村との合併などで、熊本市が拡大、発展する中、水道も水源の確保や普及率の向上

を:kな目的とした拡張事業を第1次から第4次まで推進し、現在は、普及率1 00%を目標とする第5

次拡張事業に平成7年から平成2 1年までの15ケ年計画で取り組んでいるところである。

近年においては、平成2年1 O月に、市制1 00周年並びに水道創設6　5周年の記念事業として、上

水道発祥の地である八景水谷に、 「熊本市水の科学館J　をオープンさせ、水道や地下水についての啓発

を行っている。

さらに、 W-1戊3年2月の旧飽託|;i]町との合併に伴い、 4水道事業と1簡易水道事業を引き継ぎ、事業

の・一・本化や維持管理体制の強化などの諸事業に取り組み、全市域を網羅する広域水道システムの柄築を

目指している。

加えて、平成4年4月には、水の有効利用及び経営の効率化を図るために、 (財)熊本市水道サービ

ス公社を設立し、給水装置の診断や宅地内漏水調査等の市民へのサービスを開始するとともに、地域に

密着したサービス拠点施設として平成6年1 0月には西部水道センタ-、平成8年5月には北部水道セ

ンターをオープンさせているo

また、 'lL':成1 3年1 0月には、市全域を網推した配水区内の水融通、適。Ij三水圧の確保のほか更なる省

力化・少コスト化や災iァ時の対応など、よりTII狛空な総合情報システムを目指して、管理センター(平成

元年3月完成)の更新を行った。

ところで、水道事業は、 3K気の低迷や節水型社会の到来等により施設の拡張から維持管埋の時代へと

変化しており、本市でも平成9年度から水の有効利用,漏水防止の強化のため第2次配水管整備Iff業を、

平成1 3年度からは、老朽施設を計画的に更新する第3次施設整備事業を開始した。

また、地震等の災害に強い水道を構築するため、 :l三要な水源地・配水場の耐震化や緊急遮断弁の設置

など、防災対策強化事業にも取り組んでいる。

さらに、水需要の伸びが低迷し、経営環境はますます厳しさを増しているため、平成1 0年度から平

成1 4年度の5年間、経営改善計画に基づき、財政の健全化、事業の効率化、組織の活性化、市民に聞

かれた事業運営の実現に向けて取り組んできたが、より　-Je亨の経営の安定化を図るため平成1 5年度か

ら新たに第2次経営改善計画を開始した。

また、本市では、 、勘茂1 6年度から5カ年で市政改輩プランが開始されたが、水道事業においても漏

水防止対策のはか、節水、水源の保全、行財政改革をさらに推進し、その中で、例えば市民サ-ビスの

向上のため平成1 6年度から水道料金のコンビニ収納を導入するなど、時代を見据えた水道行政の構築

を進めている。

拡張事業の推移
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第5次拡張事業の概要

第5次拡張事業は、 、勘定7年度を初年度とし、 E一雄票年次(、臣戊2 1年)における計LL舶含水人

[16　9　7,000人、計画上つ~1最大給水%3 1 l.000m/F】に対処するため、基幹施設等を

整備するものである。

(平成1 3年:3)は再輔見直し)

○基本方針

①　水普及率1 (日)%を目標とし、これを達成できるよう計画相台水区域を拡張する。

②　水需要に適切に対応するため、各取水井の能力を評価し、新規の地ド水源開発を検討する。

③　災害に強い安全で安定した給水体制を目指して、水融通管・補給水管路を整備するととも

に施設の耐震性及び給水拠点を確保する。

・配水池容;lpを1 5時間分を確保

④　直結給水を3階建の建築物まで拡大する。

⑤　適TF.な水　　水<a管理を行うため維持管埋体制の効率化を図る。

⑥　配水区及び配水管網の検討を行い、最低動水BEO.25M p aを確保する。

⑦　有機的かつ効率的な水道施設の構築を口指して、既設及び新規施設を検討する。

2　事業概要

(1)給水普及状況

(2)配　水　量

(3)有収水量と無効水量
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(4)水道管延長

増　水　幣　延　土壷　　　　　　送　水　管　延　a

38,867

38,871

39,131

39,191

50,899

50.881

配　水　V.'延　長

2, 5-12, 699

2,590,795

2, 625,0-12

2,659,661

2, 694,5-12

(6)漏水防止対策

漏水調査
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3　料金及び加入金

(1)水道料金 、l'-一成9年3月28111公布
平成9年4月1日施行

従

(注)料金は、上記料金表の基本料金と従量料金との合計額鋸二、 100分の105を乗じて得た触

(1円未満の端数は、切り捨て)とする

(2)共同住宅の料金

「共同住宅」とは、受水槽を設けて給水を受ける集合住

宅をいう。

共同住宅で、各戸に局で定めたメ-タ一一が取付られて

い・:　　　∴'蝣・'I- '  ' . li.''‥ '・　∴-辛

の料金を適用する。

共同住宅で、各戸にメ-ータ-がl裾いられていない場合

は、上表の「一般用「1径20mm」の料金を適用するO (た

だし各戸均等使用とみなす(. )

-408-

、勘茂9年3月28日公布
(3)加入金　平成9年4月　用施行

(汁)加入金は上記の基準額に100

分の105を乗じて得た額とす

る

増径招';の場合は現在の[~J径

と新=径の差額に、 100分の

105を乗じて得た徹とする



(4)料金収納状況

(注) ・平成15年度の収納柾目ま、平成16年3月31日現在であり、東矧末2Jl*齢11調定分は3月と4月に、
mf也1X3月検針調定分は4月と5月に収納される

4　経　営　状　況

(1)収益的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　門)

1-一　　　　作度

m項

総　　収　　益　14, 130,787,574
料金収入

その他収入

i'i　　　用

職L4*i'トl)- 1(

vii　'; i紺

的　什　Vi

減価償却ft

こと}-¥ fi] g.

そ　の　他

単　年　度　損　益

13,268,061,319

12

1-1,002,510,438

13,303.-118,274

13

「1,032,000,516

13,253,065,171

862, 726,255　　　699,092, 164　　　778,395,3・t2

12,780.346,176　12,120,903,803

3,099,975,209　　2,1'札770,061
63-1,221,979 i　　617,329,47b

169,346, 109　　　145. 186,647

3,132,928,564i　3,5日.259.328i

2,797.939,003:　2,695,318,3-10

2,645,935,012!　2,408,039,952;

,350,441,398　1,881,606,635

12,452,058,50b

2,736,636,217

599.165,811

129,858, 149

3,719,019,665

2,568,689,500

2,698,689,161

1.579,9-12,010

13,839,014,863 13,586,606,538

13,114,814,508; 12.926,967,-130

724,200,355　　　659,639, 108

ll,663,069,276

2, 65・),040,036

547,180,386

123,112,063

3,310,459,195

2,377,758,730

2,650,518,866

2,175,945,587

ll,432,957,094

2,599,353,776

544, -198, 072

109, i:38,391

3,525,838,836

2,231,451,617

2,422,676,399

2,153.6-19,111

(注)消費税相当分を除いて算出

(2)資本的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位「男
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(3)供給単価及び給水原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円/′…・)

†iiU

1:卜度
(i s I 捕 日 「{ 日 「}

I

ト

供 エ{i 日'. I l T l∴三() i : . 5 6 l T3 . IX lT ). ''!! 1 ′2 . IS lT 1. (in 1 ,1 .fi tう ー∵1 . 2 =I) 1丁0 . 9 7 1 ,0 . 16

…拾 水
K i 価 一.i'i I ",

Zふ 9 2
I f,(I 川 1,:う17ー】T ! 蝣一.X ー 1(i( . (ili ;>-i∴Z2 ー=; ∴ :号I.i I l!l. I I 日 8 ー9 0

損
l:iv 18 .O H 1;>. 6 -1 i -V ,、 + 17 . 1㌦ ∴ 山 川 」一日 H . I I 1 i. 日 2 i. f>:i 2 1. .i tう

(汁) )l"はw紺l当分を除いて算出

5　職員数及び給与

(l)職種別職員数等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平16.-　Si在)

職純別　　特別職　　　事[・=1

リl

女

Hl

ft-　　齢

二Fjト.i 「

f><:)/,」-川　　　　　　l0歳O J j

:33りMOH H年1日1

!H ～.! fiu't I、二　　・t、

Ki/rssn　　　　　　　　歳IOJJ

21年3Jl l<)!j:-1(Hj

(汁)全体欄は特別職を除く

(2)職種別1人月平均給与額

】MB

(平16.4日分)

特　別　職　　　　　　　m　職　　　　　技　術　職　　　　　全　　　休

脹　　本　　給(I'D　　　　　　720,500

的妹勤務　T 、 ([蝣))

超過勤橋　戸、"i (i'J)

その他の　p- :'i (¥'l)　　　　　　9.600

(キ　　　　　　　ーjl (I　　　　　　　730,100

.'う蝣IB. 721

ll.222

17 (>;>;{

川.1X2

:m. .8

386, 2-10　　　　　　　　川丁, i:J.5

〔】,SSI 10,529

17.531　　　　　　　】丁.590

19,M1　　　　　　　19,:川)

I:う3,08-号　　　　　　　Il l. Tifi!

(汁)全体欄は特別職を除く

410



6　施　　　　　設

(1)水道施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(、-蝣16.3.31肌)

(>):)施ui能)]鰍r・　　ノK?糾111...公称IS/KiiEJi mノKllいfuノK的-蝣蝣"<f品　加圧fk!ノKノ'/;if,;s・　蝣　・ォ【lノK池'ff:lとき/】ミす
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(2)局　　　舎

所　在　地

敷　地　面　積

建　物　面　接

着　　　　I二

竣　　　11二

w　　　　造

総　X.　費

(3)管理センター

所　在　地

竣　　II二

ff"i　　　的

-IX.備　概蟹

水前寺6TH2番45号

8,824. 74rri

(本館)

延3,480m

昭和37年12月28 】

昭和38年1ニIM 1 0日

鉄筋コンクリート、地下1階

地1二3階、塔屋1階

1 90,62 1千円

OJi怖・.I 1

延3言359.29n了

昭和56年4月28日

昭和57年5月12I:I

鉄筋コンクリ一一ト、

地下l階、地上3階

626.667千F-l】

水前寺6日12番451} (局舎別館3階)

昭和58年7月、平成1 3年10月更新

健軍水源地をはじめとする市内全域の送配水設備の情報処理及び遠隔監視制御をコンピ

ュータによる集中的な-一元管埋によって、水の安定供給と水道施設の経済的道川を図る。

①情報処埋設備

データベースサーバ(デュアル)

システムメンテナンスワークステーション

CRT装置　　　　　　　　3台

モバイル端末　　　　　　　3台

業務・災*:支援端末　　　　4台

帳票プリンタ　　　　　　　2台

イJ-7--′＼-ドコヒ一一　　　　1台

3面マルチプロジュクタ-- 1式

モバイルサーーバ

気象情報受信端末

ロギング装置

メッセージプリンタ

ギガビットイ一一サLAN設備

AV操作端末

L EDデジタル表示盤　　1台

②遠隔監視制御設備

rK源地S追m監Mll柚卸某ft I糾l,,j　子ni

加圧ポンプ所系　　′′

路上局系　　　　　　〝

自動通報装置系

(北部・西部水道センタ-情報通信端末)

③　気象観測設備

④　無停電電源設備

・、ぎ　-il-tt if) '社iK,;・<I'M!

⑥　業務用無線設備
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(4)水質検査室

所　　　在　　　地

竣　　　　　　　工

主な水質分析機器

年度別水質検査検体数

水前W6 ]つ-】2番4　5胃・ (局舎別館l階)

昭和5　7年5月

ガスクuマトグラフ質k¥ft析計

高速液体クEコマトグラフ質量分析計

ガスクロマトグラフ

原子吸光分光光度計

イオンクロマトグラフ

高速液体クロマトグラフ

高周波プラズマ発光分析装m

高周波プラズマ質量分析計

水銀分析計

台
　
台
　
台
　
台
　
台
　
台
　
台
　
台
　
台

^
　
　
^
　
　
^
　
　
C
-
0
　
　
-
H
　
　
-
H
　
　
-
I
　
　
　
-
　
　
,
-
1

年度

m　　　　　　　水

浄　　　　　　水

給　水　栓　水

依純水　x楕水

河　　　川　　　水

A　　　　　　　水

.'丁　　　　　　　" I

240　　　　　　　　228

I,308　　　　　1.307

(5) 7kの科学館

目　的

本市上水道は、阿蘇西麓に酒巻された豊富で清例な地下水を水源として、大il三1 3年1 1J-]Iこ八競水谷

水源地からの通水以来、今日まで絶えることなく供給し続けてきたが、豊富な地下水も限りがあるO

近年、地下水の質・量への市民の関心が高まるなか、更にと水道や地F水に対する市民の埋解を深め、

水の有効利用や節水への再認識を図りながら、 2 1世紀を担う児童生徒の学習の場としても活用し、地

下水の保全あるいは自然環境保護に努め全国に誇れる水道水を次世代に継承する。

施設概要

所　在　地　　八景水谷1日] 1 1番1号(AMと水谷公園内)

建築面碩　　約2,4 1 5m

延床面穐　　約1,24　5m

構　　造　　鉄筋コンクリ-ト造　sp-ffi

着　　　r.　、I;一成2年1 M

竣　　」二　　平成2年9月

開　　館　　、1臣茂2年1 ()月　2　7 I!

総　「費　　約5　6　0,0　0　0千円

…　　十　　　　　　　　　二　　　..' . :'・." !  iミ　　・　.'　　∴S: ・ ∴

展　示　物　　給水のしくみ、水需蝣蝣&-の状況、水の遊具等
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(6)水道センター

(7)水道サービス公社

名　　　称

所　在　地

mm‖司IilS

事業開始

年　月　日

目　　　　的

-*」

基本財産

r　　　　*'蝣守:

(、F-J蛇l岬三度)

財団法人　熊本市水道サービス公社

水前寺6TH2番45号　水道局別館1階

、Fs先4年3月30日

、和文4年4>1 1 I:!

公社は、熊本市における水の有効利用の促進と安定給水の確保のため、必要な事業を行うこ

とにより水道事業の振興を図り、もって市民の福祉向上に寄与することを目的とする。

・,給水某Il'i診l析t一路

・水道に関する知識の普及啓発業務

・水道事業等に関する業務の受託事業

検針業務文書配布業務水道法に薬づく毎日の水質検査

水道施設内環境整備業務熊本市水の科学館の管埋業務定期排水業務

資材倉mのIJl-ll入庫管判!.業務量水器の取替開閉栓等業務

・その他公社の目的を達成するために必要な事業

3(),000千円

収入370,107千円

支出370,.107千円
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くまもと
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